
新
規

1
第11回平和首⾧会議被爆80周年記念総会の開催
(2.1.11　第11回平和首⾧会議総会開催費負担金)

8月

取組
方針

事業名
（款項目　予算事業名）

時期
（予定）

所属 事業内容

平和推進課
４年に１回、広島市と交互に開催している平和首⾧会議総会を令和７年に⾧崎市
で開催し、8,400を超える国内外の加盟都市との連携を強化するとともに、被爆地から
世界に向けて核兵器廃絶と世界恒久平和への力強いメッセージを発信する。

新
規

2
在外被爆者の平和祈念式典への招請及び被爆体験の
継承
(3.4.5　平和祈念式典行事費)

8月 調査課
在外被爆者（⾧崎で被爆した方）を平和祈念式典に招請するとともに、国外で生活
した経験を踏まえた自ら被爆体験や平和への思いを語っていただき、被爆体験を継承
する。

新
規

3
⾧崎ピース・プレナー・フォーラム2025における
被爆の実相プログラムの実施
(2.1.11　平和推進活動費)

5月 平和推進課
⾧崎で開催する「⾧崎ピース・プレナー・フォーラム2025」において、市民をはじめとした
多くの人々に被爆者の声を直接届ける機会を提供する

新
規

4
第24回核戦争防止国際医師会議(IPPNW)世界大会
in NAGASAKIにおける被爆の実相プログラムの実施
(2.1.11　平和推進活動費)

10月 平和推進課
核戦争を医療従事者の立場から防止する活動を行う核戦争防止国際医師会議
（IPPNW）の第24回世界大会において、市民をはじめとした多くの人々に被爆者の
声を直接届ける機会を提供する。

新
規

5
核兵器禁止条約発効５周年記念パネル展示
(2.1.11　平和推進活動費)

1月 平和推進課
令和８年１月に核兵器禁止条約発効5周年を迎えるにあたり、条約の意義や条約に
込められた被爆者の思いなどを伝えるパネルを展示する。

新
規

6
特別展「⾧崎原爆資料館のあゆみとこれから」の開催
(2.1.11　⾧崎原爆資料館運営費)

1～3月 平和推進課
⾧崎原爆資料館のあゆみとこれまで集められた資料から、人々の継承の営みを改めて
振り返ることで、資料を残してきた人々の思いに触れていただき、未来へ受け継いでもら
うきっかけづくりを行う。

国
内

新
規

12

大阪・関西万博に合わせたヒロシマ・ナガサキ原爆・平和
展の開催
(2.1.11 ヒロシマ・ナガサキ平和アピール推進委員会
 負担金)

8～
12月

被爆継承課
多くの人が訪れる大阪・関西万博開催の機会を捉え、広く被爆の実相を伝え、核兵器
廃絶に向けての国際世論を醸成するために、ピースおおさか（大阪市）において原爆・
平和展を開催する。

新
規

大阪・関西万博に合わせたヒロシマ・ナガサキ原爆・平和
展のオープニングセレモニーへの出席
(2.1.11 ⾧崎原爆資料館運営費)

夏 被爆継承課
ピースおおさか（大阪市）でのヒロシマ・ナガサキ原爆・平和展オープニングセレモニーに
出席し、平和アピール活動を実施する。

新
規

13

国連大学（東京都）でのヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポ
スター展の開催
(2.1.11 ヒロシマ・ナガサキ平和アピール推進委員会
 負担金)

夏 被爆継承課
次代を担う若者に被爆の実相を伝え、核兵器廃絶に向けた国際世論を醸成するため
に、国連大学（東京都渋谷区）において、ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター展を開
催する。

新
規

国連大学でのヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター展の
オープニングセレモニーへの出席
(2.1.11 ⾧崎原爆資料館運営費)

夏 被爆継承課

被爆地の広島市⾧と⾧崎市⾧、そして地上戦の被害を受けた沖縄の那覇市⾧を迎
え、被爆者や戦争体験者がいなくなる時代を見据えて、被爆や戦争の記憶を次世代
に継承するにあたっての課題や具体的取組などについて、ともに考える鼎談を那覇市で
実施する。

国連大学（東京都渋谷区）でのヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター展オープニングセ
レモニーに出席し、平和アピール活動を実施する。

新
規

14
日本非核宣言自治体協議会総会における⾧崎・広島・
那覇市⾧鼎談
　【ゼロ予算事業】

5月 平和推進課

平和推進課

アメリカ・ニューヨーク市の国連本部で開催されるＮＰＴ再検討会議第３回準備委員
会に被爆地⾧崎を代表して出席し、⾧崎の平和への思いを強く訴える。また、シカゴ市
を訪問し、大学で講演を行うほか、核軍縮専門家等と意見交換を行う。（ニューヨーク
市・シカゴ市)

被爆継承課
被爆の実相を広く伝え、核兵器廃絶に向けた機運を醸成するために、パールハーバーの
戦艦ミズーリ記念館において、原爆・平和展を開催する。

拡
大

16
NPT再検討会議等でのアピール活動実施
(2.1.11　平和推進活動費)

4～5月

拡
大

15

戦艦ミズーリ記念館(アメリカ・ホノルル市)でのヒロシマ・ナガ
サキ原爆・平和展の開催
(2.1.11 ヒロシマ・ナガサキ平和アピール推進委員会
 負担金)

調整中

国際課

日本初の都市間提携であるアメリカ・セントポール市との姉妹都市提携が70周年を迎
えることから、相互に公式訪問団を派遣し、更なる関係強化と交流促進につなげる。
※⾧崎市が原爆被災から復興し、平和都市への道を歩んでいた時にニューヨークの日
本国連協会代表からの斡旋を受け、両市は姉妹都市を提携し、セントポール市では毎
年日本時間の8月9日に合わせて平和の集会を開催しており、被爆周年での繋がりが
強いことから当該事業を関連事業として計上

スタジアムシティ
連携推進室

スポーツ振興課

⾧崎初のBリーグオールスター開催を通じた平和の発信
発信力や交流人口（観客等）拡大効果等の高いBリーグオールスターの開催を通じ、
平和の発信を含め、様々な分野にその効果を波及させるよう、クラブや⾧崎県と連携し
た取組みを行う。

⾧崎市と広島市は、2025年に被爆80周年を迎えるにあたり、両市が連携して大阪・
関西万博に訪れた訪日外国人をターゲットとした京阪神のエリアにおけるPRを行うことや
平和学習を取り込んだ観光プログラムの造成等に取り組むことで、両市の相互送客を
含む訪日外国人観光客の誘客を行う。

スポーツ振興課
平和に関する内容を充実させた「平和をテーマとするマラソン大会」をハーフマラソンとして
開催し、被爆地⾧崎から平和のメッセージを広く発信する。

こどもみらい課

広島・⾧崎の子ども達が交流し平和への意識を高めるとともに、連帯感や友情を深め、
子ども会リーダーとしての指導力や実践力を身につける。また青少年ピースボランティアと
連携し平和学習を行うなど、さまざまな体験に取り組んでいる。令和７年度は広島市
開催、被爆80周年として例年より多くの子どもたちに参加してほしいと考えており、参加
者増となるような取り組みの検討を進めている。

観光交流
推進室

新
規

拡
大

新
規

新
規

7

8

9

4～
3月

８月

4～
3月

未定

機
会
の
創
出

10

11

市
内

セントポール市姉妹都市提携70周年記念事業
（2.1.9　セントポール市姉妹都市提携70周年記念事
業費）

広島・⾧崎こども会親善交歓会の実施
（10.6.5　子ども会等育成推進費）

広島・⾧崎連携観光キャンペーン事業
（7.1.4　インバウンド誘致広域連携費）

⾧崎平和ハーフマラソン
（10.7.3　社会体育行事開催費）

Bリーグオールスター開催を通じた平和の発信
（2.1.7　まちのにぎわい創出事業費（⾧崎スタジアムシ
ティ関連））

1月

国
外



取組
方針

事業名
（款項目　予算事業名）

時期
（予定）

所属 事業内容

新
規

17
被爆80周年記念事業費補助金
(3.4.5　被爆80周年記念事業費補助金)

4～3月 調査課
市民の平和の意識を醸成するため、市民等が実施する被爆実相の継承又は平和発
信のイベント等を被爆80周年記念事業として10件選定し、補助を行うもの。

新
規

18
被爆80周年事業パッケージ広報
(3.4.5　平和祈念式典行事費)

4～8月 調査課
被爆80周年事業を広く周知するため、ホームページやSNS、市庁舎デジタルサイネー
ジ、チラシ等を活用し、パッケージ広報を行う。

新
規

19
被爆80周年記念ロゴの使用
【ゼロ予算事業】

4～3月 調査課 被爆80周年を広く周知するため、被爆80周年記念ロゴを活用する。

新
規

20
広報ながさきへの被爆遺構コラムの掲載
【ゼロ予算事業】

4～3月 被爆継承課
被爆80周年を契機として、市民に被爆遺構について関心を持っていただくきっかけとな
るよう、令和7年度の広報ながさきにコラムを掲載する。

新
規

21
被爆80周年PR事業(公用共通封筒への広告掲載)
【ゼロ予算事業】

5～3月 調査課
被爆80周年を広く周知するため、公用共通封筒（広告入り封筒）へ被爆80周年の
周知の掲載を行い、機運醸成に繋げる。

調査課
7月に⾧崎・広島両市において開催予定のまつりや花火大会において、被爆80周年を
記念して、原爆犠牲者の慰霊のための花火を打ち上げる。

新
規

23
平和メッセージボードの設置
(3.4.5　平和祈念式典行事費)

7～8月

新
規

22
原爆犠牲者慰霊花火の打ち上げ
(3.4.5　平和祈念式典行事費)

7月

援護課
被爆80周年を迎える⾧崎で、市民や観光客などに世界平和を願うメッセージを書いて
もらい、または、見てもらうことで、改めて平和の大切さを感じてもらい、平和の醸成に繋
げる。

拡
大

24
「⾧崎クスノキプロジェクト」プロモーション強化
(2.1.11　「⾧崎クスノキプロジェクト」推進費)

7～
12月

被爆継承課
被爆80周年を契機として、「⾧崎クスノキプロジェクト」の存在をさらに多くの方に周知す
るため、総合プロデューサーである福山雅治氏と連携したプロモーションを強化する。

新
規

25
⾧崎平和ハーフマラソンにおける平和発信
(2.1.11　「平和の文化」醸成事業費)

未定 平和推進課
マラソン大会の会場にフォトスポット及び平和のメッセージなどを入れた缶バッジ作成ブー
スなどを設置し、スポーツを入口に平和を発信する機会を創出する。

新
規

26
平和映画上映会
(2.1.11　「平和の文化」醸成事業費)

11月 平和推進課
戦争・紛争地域で人道支援を行い、非人道性の観点から核兵器廃絶を積極的に推
進する赤十字国際委員会（ICRC）との共催により、核兵器や人道支援などをテーマ
とした映画上映及びトークイベントを開催する。

文化振興課
被爆80周年にあたり、平和のメッセージを込めた作品を混声合同及び器楽合同により
演奏する。

廃棄物対策課
総務課

現在、環境部及び上下水道局において、リサイクル意識の更なる向上と、⾧崎市の水
道水の安全性やおいしさを、多くの市民に知っていただく機会を創出していくことを目的と
して、⾧崎市で排出された使用済みペットボトルの一部を、ケミカルリサイクルにより再生
したペットボトルに、⾧崎市の水道水を充填した、オリジナルボトル『ながさき水道水』を
製造している。令和7年に被爆80周年の節目を迎えるにあたり、この再生ペットボトルの
ラベルを、平和をイメージしたデザインにし、配布することで市民の平和の意識を醸成を
図るものである。

関係課
市のイベント開催の機会を捉えて、被爆80周年事業の周知や平和発信に取組む。
（ながさきピース文化祭2025、エコライフフェスタ、ながさき実り・恵みの感謝祭2025、
全国　 女性消防団員活性化⾧崎大会など）

地域福祉課
ヘルシーウオークコースを活用した「お手軽ウオーキング」として、被爆遺構を巡る平和祈
祷コースを歩く。

関係課

令和7年に被爆80周年の節目を迎えるにあたり、被爆80周年記念事業ロゴマークや
平和のメッセージを掲載する。
（母子健康手帳交付時の配布資料、子育てガイドブック、環境啓発推進事業関連チ
ラシ、   市営住宅住民へ広報誌など）

関係課
各部局が所有するポータルサイトにおいて、被爆80周年記念事業に係るホームページ
へのリンクを設置する。
（ゼロカーボンシティ⾧崎ポータルサイトなど）

DX推進課

デジタル技術に興味を持つこどもたちが最新のテクノロジー（VR・ARや３Dプリンタ、プロ
グラミングなど）に触れられる場（「テクノバながさき」（⾧崎大学内に設置））におい
て、⾧崎大学が開発した「平和学習用VRシステム」を使った被爆前後の⾧崎の街並
みを体験してもらうデジタルコンテンツを提供する。

学校教育課

令和7年に被爆80周年の節目を迎えるにあたり、平和教育手引書に基づいた「新しい
平和教育」の浸透を図り、各小中学校での今後の授業実践に向けての教職員の研鑽
を深める機会を増やすことを目的として、これまでの平和教育研究実践協力校における
対話型授業実践の指導案等を有識者との協議をもとに編集する。編集完了後は、⾧
崎市内の全小中学校にデータ送付する。

建築総務課
住宅政策室

１０月に開催される「住宅フェア」にて、被爆関連の市営住宅であるシュモー住宅のパ
ネルを設置する

⾧崎創生
推進室

⾧崎○○LOVERSプロジェクトにおいて実施するインスタグラム写真投稿キャンペーンに
おいて、平和をテーマとした写真を募集（「#⾧崎平和lovers」などの指定したハッシュ
タグをつけた写真の投稿を募集）し、入選写真を選定して公式SNSにおいて紹介す
る。

新
規

新
規

新
規

27

28

29

30

31

32

33

拡
大

拡
大

拡
大

新
規

新
規

４～
３月

４～
３月

４～
３月

手
法

市発行のパンフレットやチラシへの被爆80周年ロゴの掲載

市の各ポータルサイトでの被爆80周年ホームページの周知

市のイベントでの被爆80周年事業の周知

4～
3月

10月

4～
3月

7～
2月

4～
3月

10月

11月

34

35

36

⾧崎〇〇LOVERSプロジェクト インスタグラム写真投稿キャン
ペーン

第73回⾧崎市民音楽祭
（2.1.8　市民文化団体共催費負担金）

ながさき水道水の配布
（4.2.2　資源ごみ処理費/水道事業会計）

最新のテクノロジーに触れる場の創出
(2.1.12　デジタル化推進費）

被爆80周年平和教育実践集編集
（10.1.5 平和教育推進費）

被爆関連市営住宅の周知

お手軽ウオーキング
～被爆地⾧崎平和の祈りコース～
（4.1.5生活習慣病予防対策費）



ヒ
ト

新
規

37
戦後・被爆80年企画　「対話」を通じた国際的な平和人材育
成プロジェクト
(2.1.11　核兵器廃絶⾧崎連絡協議会負担金)

R8.1月
～2月

取組
方針

事業名
（款項目　予算事業名）

時期
（予定）

所属 事業内容

平和推進課

核兵器廃絶⾧崎連絡協議会において、これまで行われてきた「記憶の継承」の取り組
みを生かしつつ、次代を担う人材育成の取組みを更に発展させていけるよう、英国のシ
ンクタンクである英米安全保障情報評議会（BASIC）の協力のもと、「対話」を通じた
⾧崎発の新たな国際的な平和人材育成プロジェクトを立ち上げる。

拡
大

38
セントポール市学生の平和祈念式典への招請
(3.4.5　平和祈念式典行事費)

8月 調査課

セントポール市との姉妹都市提携70周年を記念し、セントポール市の学生を平和祈念
式典へ招請し、日本の青少年との平和交流を通して、被爆の実相の継承を行う。ま
た、参列者が帰国後に学校等で日本での体験を伝えることで、海外の若者へ被爆の
実相を広く継承する。

新
規

39
被爆者グループ活動交流等事業
(3.4.2　被爆者生きがいづくり費)

9～
11月

援護課

被爆者のグループ活動（絵手紙や折り紙、体操）に学生が参加する交流の場を創出
するとともに、その場の模様を撮影した写真など、笑顔や平和な日常を中心としたミニ動
画を制作。ユーチューブにアップして、笑顔を世界に広げ、より多くの人に平和の大切さを
感じてもらう。

場
所

新
規

40

⾧崎原爆資料館の展示更新　実施設計委託
(2.1.11　【補助】平和施設整備事業費)

4～3月 平和推進課
⾧崎原爆資料館展示のうちC・Dコーナーを中心に一部更新を行うにあたり、設計業務
を委託するもの

新
規

⾧崎原爆資料館の展示更新　制作施工委託
(2.1.11　【補助】平和施設整備事業費)

～R9.3
月

平和推進課
⾧崎原爆資料館展示のうちC・Dコーナーを中心に一部更新を行うにあたり、工事施工
を行うもの(令和8年度債務負担）

新
規

⾧崎原爆資料館の展示更新　資料館運営審議会
(2.1.11　⾧崎原爆資料館運営費)

4～3月 平和推進課
⾧崎原爆資料館展示のうちC・Dコーナーを中心に一部更新を行うにあたり、審議会の
開催及び関係各所との協議等を実施する。

拡
大

41
被爆建造物の非公開フロア等の特別見学会
(2.1.11　被爆建造物等公開費)

8～9月
・2月

被爆継承課
被爆80周年という節目の年を迎えるにあたり、被爆の実相を継承し、恒久平和の実現
を訴えるメッセージのさらなる発信のため、通常公開していない施設の中を見ることができ
る特別見学会（限定1日)を実施する。

新
規

42
原爆犠牲者慰霊平和祈念式典大テント製作
(3.4.5　【単独】平和祈念式典施設整備事業費
　　　　　平和祈念式典施設整備費)

R5～
R7.8月

調査課
８月９日の原爆犠牲者慰霊平和祈念式典の開催にあたり、平和公園に設営してい
る大テントについて、被爆80周年の式典に向けて新たに製作するもの。


